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あらまし：人間の学習活動のなかでは，「複数の教員や専門家から異なった見方や考え方の教示を通して

学びを深める」などという複数の教員や専門家からの効果的な協調的指導・学習支援がごく自然に行われ

ている．近年の ICT技術の進歩によって，複数の他者とインタラクションを行える学習場や学習支援が提

供可能になってきている．しかしながら，複数の学習支援者が関わる学習支援の利点を活かした研究はま

だ少ない．そこで，本研究では，複数の学習支援者が協調的に学習支援を展開する協調的学習支援の方法

とその学習支援の計画や実行を可能にする学習支援環境を開発することを目的とする．本稿では，協調的

学習支援の概念とその利点について説明し，協調的学習支援のための学習支援目的を整理する． 
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1. はじめに 

近年のネットワーク技術や WEB 技術の進展によ

り新たな学習方法として e-learning が提案され定着

しつつある．ネットワークを活用した学習場では，

学習者や学習支援者の人数と役割，学習場所（対面・

分散），学習と学習支援の時制（同期・非同期）など

の観点から多様な学習環境が構築可能である． 

これまでの CSCLの研究では，協調学習に対する

学習支援が探求され，その支援機能が実装されてき

た．しかし，複数の学習支援者が関わる学習支援の

利点を活かした研究はまだ少ない．そこで本研究で

は，非同期の学習支援時において，複数の学習支援

者が協調的に学習支援を展開する利点を探求し，協

調的学習支援手法の整理とその学習支援の計画・実

行が可能な学習支援環境を開発することを目的とす

る．本稿では，複数の学習支援者による協調的学習

支援の定義と利点，そしてその構造について説明す

る．次に，協調的学習支援における学習支援目標を

整理する． 

 

2. 協調的学習支援の基本概念 

2.1 協調的学習支援の定義と利点 

協調的学習支援とは，複数の学習支援者が，他の

学習支援者と協調しながら，1 人または複数の学習

者（グループを含む）の学習支援を計画し実行する

行為である．例えば，「学習者に単純に正答を伝達す

るのではなく，ある学習支援者が誤った解答を提示

し，別の学習支援者がその誤りを指摘してから正答

を提示する」など，複数の学習支援者が協調的に学

習支援を行い，複数の学習支援者と学習者間のイン

タラクションとして学習支援を展開することによっ

て，学習理解の容易性を提供することが可能になる

と考えられる．また，特に，学習支援の時制が非同

期である協調的学習支援では，学習支援者間での学

習支援の目標や方法，そして，学習支援プロセスに

おける役割を検討する時間が与えられ，それらが明

確になった上で学習支援を展開できることに特徴が

ある． 

2.2 協調的学習支援における理解状態モデル 

本研究では，学習者の理解状態を「知識を知らな

い状態（Unknown な状態）」，「知識を理解できてい

ない状態（Cannot_understanding な状態）」，「知識を

理解している状態（Understanding な状態）」，「知識

を誤っている状態（Not_understandingな状態）」，「知

識が定着している状態（Widening な状態）」の５段

階に分類した（図１参照）． 

 

 
図１ 学習者の理解状態の遷移図 

 

「Unknown な状態」は，対象知識を知らない状態

である．「Cannot_understanding な状態」は，学習者

が学習支援者からの対象知識に対する質問に対して

回答ができない状態である．「Understandingな状態」
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は対象知識を“説明”や“言い換え”ができ，学習

支援者からの対象知識に関する質門に対して正しい

回答ができる状態である．「Not_understandingな状態」

は，その知識を誤っている理解している状態を示す．

さらに，「Widening な状態」は，対象知識を課題解

決に活用できている状態，対象知識を他の知識の構

成知識として理解している状態等を示している（図

２参照）． 

 

 
図２ 知識の理解状態モデル 

 

このような学習者の理解状態において，協調的学

習支援は，学習者のある知識に対する理解状態を遷

移させるための支援である．それは，学習支援者一

人の支援ではなく，学習支援者間の協調的な学習支

援手法によって対象知識の理解や定着をより図りや

すくなる支援である． 

 

3. 協調的学習支援における支援目的 

課題解決型学習を行っている学習者あるいは学習

グループに対して協調的学習支援を行うとき，協調

的学習支援の支援目的は，「知識獲得」，「相互作用」，

「学習活動」の３つに分類することができる． 

 

3.1 「知識獲得」 

「知識獲得」は，知識の理解状態を遷移させる支

援であり，学習者個人に対する支援の目的である．

そのためには，学習支援者は，学習者が必要として

いる知識を把握する必要がある．つまり，学習者の

理解状態の遷移を目的とした以下の５つの学習支援

目的が設定できる． 

・知識伝達支援 

Unknown→Understanding 

・知識理解化支援 

Cannot understanding→Understanding 

・誤り修正支援 

Not understanding→Understanding 

・知識定着化支援 

 Understanding→Widening 

・知識多面化支援 

  Widening→(multi-viewpoint) 

 

 

3.2 「相互作用」 

学習者や学習支援者との関わりが持てることから

「相互作用」に関連する支援目的が設定できる．そ

れは，学習者自身の思考を理解させたり，吟味させ

たり，表現させたりする支援や他者と関わる上で，

意見を聞いたり，相手の思考を理解することを薦め

る支援目的である．つまり，協調学習において必須

とされるスキルに関する支援目的もあり，以下の５

つを設定する． 

・思考理解支援 

・思考吟味支援 

・思考表現支援 

・他者思考理解支援 

・意見傾聴支援 

 

3.3 「学習活動」 

複数の学習者が学習活動で関わることにより，「学

習活動」では，学習活動の課題を理解させたり，話

し合いが逸れてしまっていることを軌道に乗せたり，

不必要な意見の広がりを抑制したり，学習者の学習

活動への意欲を向上させることなどの支援目的がタ

ーゲットになって支援が展開される．つまり，学習

者の課題解決に向けた学習活動の進行に関する支援

目的であり，以下の３つを設定する． 

・課題理解支援 

・意見収束支援 

・意欲向上支援 

 

4. おわりに 

本稿では，協調的学習支援の概念とその利点につ

いて説明し，協調的学習支援のための学習支援目的

を整理した．しかし，複数人の学習支援者が役割を

担ってどのような形態を通して学習支援に取り組む

かを整理できていない．今後の課題として，学習支

援者の役割と支援の形態を詳細に整理していくこと

が求められる．さらに，整理された学習支援目的や

学習支援の形態や役割をもとに，ネットワーク上に

おける協調的学習支援を円滑に行うための機能を具

備したシステム開発も求められる． 

なお，本研究の一部は，科研費基盤研究(C) [課題

番号:25350286]の援助を頂いて実施している． 
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